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農業経営改善計画と資金の借り入れ 
畜産課経営係 

 

１、新しい借入れ態度で新しい農業を 

 むかしから農村には“借金はこわいものだ”とい

う考えがありました。貸すときはエビス顔、とると

きはエンマ顔などといって高利貸しは怨まれたもの

です。 

 しかし非人情ということは高利貸だけでなく、そ

もそも“カネ”というものの俗性なのかもしれませ

ん。もっと厳密にいえば、実は非人情なのではなく

て、ただドライなだけなんだというべきなのかもし

れません。事業が成功する見込みがなければ相手に

してくれないし、たとえ相手になってくれたとして

も、帰るべき時期がくるとこちらの都合にはいっさ

いお構いなしにきまったおみやげ（利息）だけはチ

ャッカリもらって、さっさと帰っていってしまいま

す。 

 これは利子補給がつく低利の制度資金でも、こと

借金と名のつく限りこの性格は同じことで、こちら

が甘えた気持で近づくととんだことにもなりかねま

せん。 

 しかしもともとカネとはそんなドライな性格のも

のであることをちゃんと理解してしまえば、決して

つき合いにくい相手ではありません。 

 

２、借入申込みのまえに 

 ○まず自らの計画を練りあげる 

 正式の融資機関から借金したことがある人は、借

入申込の書類づくりや色々な手続が面倒くさくて、

うんざりした経験をお持ちでしょう。 

 ところで借入申込の書類は、本来融資機関のため

に、その都合に合わせて作られるものではないので

す。実際には決められた様式があったり、貸付条件

に合わせて計画を作成したりしている場合が多いの

で、そう考えられがちですが、それは望ましいかた

ちではありません。むしろ借りたいがための計画に

なっては、絵に書いた餅と同じで、計画そのものが

無意味になってしまいます。 

 計画を練りあげる上ではつぎの点が大切です。 

① 借入申込の為の書類作りということに初めから

こだわらないで、事業の見通しや計画を自分の

頭でまとめてみる。 

② できるだけくわしく具体的な数字でまとめてみ

る。 

③ 資金借り入れに直接関係のない事も含めて、で

きるだけ総合的に検討する。 

④ 目先だけの計画でなく何年か先のことまで見通

しをたてる。 

 ○事業計画の構想を検討する 

立地条件 

 まず適地適産ということです。立地条件という場

合、単に気象とか土地条件とかを考えただけでは足

らず、なによりも有利に販売できる条件（市場条件）

がなければなりません。 

作目の組み合わせ 

 １部門、１作目の改善計画も、それが他の作目と

どう組み合わされるか、土地利用や生産物の再利用

関係などの面で無理が生じないか、についても検討

しないと失敗に終ります。 

 経営改善計画の適否は、各作目を総合した場合に、

どのような労働が平均的に活用されるようになるか、

また結果としてどう総合所得が増えるかということ

で判定されます。 

 ○資金ぐりの計画を立てる 

【どれだけの資金が要るか】 

（１） 見積りは設備大家畜資金から 

 資金計画はまず建物、農機具、大家畜のように多

額のまとまった資金を必要とするものから見積りま

す。これらの設備や大家畜は、いったん取得したら

なかなか取替えるわけにはいきませんし、それに要

した資金も生産物から回収してしまうまでには長期

間を必要とします。 

（２） 運転資金も計画的に 

 飼料、肥料などの資材費や雇入費は、それが使わ

れた一つの生産過程が終って生産物が販売されれば、

全額回収されるのがたてまえですから、短期運転資
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金と呼ばれています。設備資金は都合よく調達でき

ても、この運転資金の計画をおろそかにして、行き

あたりばったりに考えていたので、行きづまってし

まった例がすくなくありません。 

 同じく資材費といっても、家畜の育成用の飼料の

ようなものは、一般の短期運転資金とは違った資金

回転をします。それらが成熟してから逐次回収され

るものだからです。したがって本来は中長期資金に

属するものですが、そのようなものとして計画をた

てるか、それとも一般資材費とこみにして、短期運

転資金と区別しない方がよいかは、そのときの事情

によって異ります。融資機関と相談されるのがよい

でしょう。 

（３） どれだけ借りるか 

 借り入れに依存する度合いは、低いほどよいこと

はいうまでもありません。借入依存度が高ければ高

いほど支払利息も多くなりますし、経営実績の良し

悪しにかかわらず、決められた時に償還しなければ

ならない金額も多額にのぼります。したがって価格

変動や災害に対する抵抗力が弱くなってしまいます。 

 そこで自己資金の蓄積をはかりながら、一歩一歩

と経営規模の拡大をはかっていく堅実な態度がのぞ

まれます。 

 ○損益の見通しと借入金の償還計画 

【損益の見通し】 

 現金の動きを考えただけでは損益計画がたたない

ところに難しさがあります。 

（１） 期間計算を正確に 

 現金支出しても、その期間の費用とみてはならな

いもの（繰越棚卸高）、現金支出はなくとも費用とし

て計上すべき（減価償却引当や未払費用）などを正

確に処理しなければなりません。 

（２） 資産取引と損益取引を混同しない 

 もっとも間違いやすいのは借入金の処理です。償

還元金も損益計画のなかに費用として入れている例

を多く見かけますが、資産取引に属しますから、損

益計算に組み入れるのは支払利息だけで、借入金償

還は別に計画をたてます。 

（３） 労務費の計算に注意 

 確定支出になる雇用労賃と、自家労働の労働評価

とは意味あいがちがいますから、一応区別して考え

た方が便利です。 

（４） 短期損益だけでなく長期見通しも 

 初年度は建設期としての特別の出費がある反面、

設備もフルに動かしきれない場合などがありますか

ら、短期損益とは別に長期の見通しも必要になりま

す。 

（５） 経営診断の尺度をもつこと 

 損益計算はある期間経過してから結果的に出てく

る答えであって、それまでの過程で計画どおりに進

んでいるかどうか、たえず検討を加えていく事が必

要です。「答」が出てからでは遅いからです。たとえ

ば鶏卵生産高と飼料費との割合とか酪農における飼

料計算などです。 

【借入金の償還計画】 

（１） 長期設備資金大家畜導入資金 

 償還財源になるのは、原則的には設備の減価償却

引当金と、剰余金などの自己資本増加分です。した

がってある程度長期的な損益見通しをたてることが

償還計画をたてる前提になります。 

（２） 運転資金 

 ややもするとズルズルになりがちで、販売代金が

入金した都度、運転資金としての借入金はいったん

返済して区切りをつけ、また新規に必要な資金は借

り入れながら、逐次、まかなえるよう計画をたてて

いくことが必要です。 

 

３、借入の申し込み 

 まず農協に相談 

 「農協では思うように貸してくれない」という不

平不満をしばしば耳にします。たしかに農協ででき

ることには限界がありましょう。組合員のうちの特

定個人にだけ貸出しが片寄って不公平にならないよ

うに一組合員が借りることのできる限度を総会で決

めているのが普通ですし、経営体として採算をとっ

ていくためには、金利をやすくすることにも制約が

あります。農協が他の金融機関と違うのは、農協は

組合員の総意にもとづいて運営されていくべきもの

だという点です。 

 金融組織とこれの活用 

 経済力の弱い農業者が組織している農協には運営

に限界があるので、それをいろいろと補う仕組みが
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作られています。農協は信用事業の面においては県

を単位に信用農業協同組合連合会（信連）を、また

全国段階では農林中央金庫（農林中金）を組織して、

自らの機能を補強し合うように努めています。これ

らをひっくるめて「系統金融」と呼んでいます。ま

た国や県でも農業政策の一環として、利子補給、損

失補償または債務保証などを行なって、融資が円滑

になる措置を講じています。それらは一般に「制度

融資」とも呼ばれています。 

 しかし制度融資でも資金源は系統金融に求めてい

るものが多いので、窓口はほとんどが農協になって

います。そしてこれらの仕組みの中で農協が上部機

関から借り入れてきて組合員に貸すものが転貸資金

です。 

 転貸資金には、貸出対象や貸出条件にそれぞれ細

かい規定があり、実際には自分の必要資金が望む条

件で借りられるということは少なく、農協独自の貸

し出しとよく組み合わせて借りるように、農協と相

談する必要がありましょう。 

 

４、借り入れてからのこと 

 実績の記録 

 これから農業経営がますます企業化してゆくとす

れば、単にカンに頼るだけでは事がすまなくなりま

す。実績の記録にもとづいて、たえず経営改善を心

がけなければなりません。いかに練り上げられた計

画でも、変更を余儀なくされることも多いでしょう。

その結果、償還条件の変更を求めなければならない

事態も起るかもしれません。計画どおり順調に進ん

でも、経営改善を積み重ねていくとすれば追加投資

も必要になるでしょう。そうした場合にも、経営実

績がよく把握されておれば有利に話しが運びます。 

 実際にはどのような記録をとったらよいのでしょ

うか。それはかならずしも金銭出納を記帳すること

にとどまりません。どのような尺度を使った経営診

断を考えるかが大切な点です。 

 計画的な積み立て 

 たとえ経営の採算が十分とれていても、余裕金を

無計画に新規投資などにつぎこんでしまうと、返済

期日になってからとまどう場合があります。いわゆ

る“勘定あってゼニ足らず”という状態です。借入

金の償還準備のために限らず、計画的な積立貯金を

継続していくことは、事業のすすみ具合を大ざっぱ

にみてゆく実際的な方法です。 


